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「ＷＯＲＫ分析検証の使い方」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱ 富士栄

ＷＯＲＫ分析検証はＷＯＲＫシートにあるテクニカル指標についての検証することがで
きます。使いこなすには、テクニカル指標についてある程度知っていないといけません
が、比較的簡単に使えるものも登録されています。

※検証とは、簡単にいいますと「Ａという手法で過去どのくらい儲かったのか」を調べ
るためのものです。

今回は、よく見かける分析手法を使い実際どのくらい儲かるのかを調べてみることにし
ます。また、日経平均の条件を追加した場合も検証します。

条件は、「５日移動平均線が２５日移動平均線を上回った時」とし、その時買いを仕掛
けたら儲かるのかを調べます。

これを簡単にいうと、５と２５移動平均のゴールデンクロスとなります。
皆様も十分にご承知でしょう。

ＷＯＲＫシートでは下記のようにセットします。
※Ｍ指標、ＭＡＶ指標の周期に数値が入っていますが、これは固定情報なので無視して

ください。

■ＷＯＲＫシートの設定内容
例として日足の５６番シートに登録しました。

「ＪＰ法メインメニュー」－「ＷＯＲＫ分析メニュー」を使います。
「検証」から「日足検証」を選択－「シート編集」－「５６」－「初期化」です。

チェックに「１」、周期 短に「５」、中に「２５」を入力します。
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シートを横にスクロールさせ、

ＧＣ以上 短中に「１」、ＧＣ以下 短中に「１」を入力します。

ここまでの入力で、「５日移動平均線が２５日移動平均線を上回った時」が完成しまし
た。

続けて、「保存」をクリック、

「５６」－「ＯＫ」です。
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■ＷＯＲＫ検証

下記のようにセットします。

個別銘柄の買い条件は、５６番シートに登録しました。

サインが表示されてから、どのくらい先までを調べるかは２０日（およそ一ヶ月）、
対象は２２５採用銘柄です。

最長周期「５２」はそのままで構いません。

※検証開始日付、検証終了日付はそのままで構いません。

ここまで出来たら、「実行」をクリックし検証をスタートさせます。
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検証中の画面が表示されます。銘柄、数値などがクルクルと変わっていっていることが
見てとれることでしょう。

９９８４ソフトバンクまでいくと、下記のように数値が止まります。
これは、検証が終了したことを表しています。

ダメの確率（５％未満の上昇率）が５２．８２％ですから、仕掛けた銘柄が５％以上、
上昇した確率は、およそ４７％です。

大ざっぱにいうと、この条件で仕掛けて儲かる確率は半分です。

５と２５の移動平均線がゴールデンクロスしたからといって、仕掛けることは得策では
ないようです。

それでは、次に日経平均の条件を加味した場合の検証をしてみましょう。

個別銘柄がゴールデンクロスしたタイミングで仕掛けても、儲からないことは分かった。

それでは、全体相場の指標である日経平均が買い場のタイミングの時、仕掛けたらどう
なのだろうか・・・。

※今までは、日経平均が下降であっても上昇であっても、個別銘柄にサインが点灯し
たら仕掛けるという検証でした。

この検証をするためには、「日経平均の買い場」という条件を決めないといけません。

何をもって日経平均の買い場とするかです。

あまり難しく考えずに、こちらも個別銘柄同様、移動平均線を使ってみることにします。
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■日経平均の買い場設定

買い場の条件はこのようにします。

「５日移動平均線が２５日移動平均線の上にある時」、買い場とする。

ＷＯＲＫシートでは下記のようにセットします。※５５番シートを使いました。

シートを横にスクロールさせ、大小、短中の項目に「１」です。
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■全体条件を組み込む

「大局条件の設定」を下記のようにします。

この意味は、１００４日経平均が５５番のシートに合格した時のみ、個別銘柄の検証を
する、という内容です。

よって、日経平均が５５番に 1 回も合格しない場合は、検証をしません。
※見た目は、動いていますが、結果はゼロです。

※大局の条件は、何も日経平均でなくても構いません。ＴＯＰＩＸでも東証一部単純平
均でも、場合によっては、日経ＪＱ平均ということもありえます。
各自、自由にセット出来ます。

ここまで入力出来たら、「実行」をクリックし検証を開始しましょう。
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結果は下記の通りです。

ダメの確率が、５４．４６％。よって５％以上上昇する確率はおよそ４５％です。

日経平均が買い場の時のみ出動するという検証をしたのに、良くなっていると思いきや、
逆に少し悪くなっています。

このことから、一ヶ月という期間においては、５と２５のゴールデンクロスは使えない
ということになります。

よくインターネットの株式ニュースで書いていることは、アテにはならない。というこ
とです。

しっかりと各自検証をしてみましょう。

それでは、三ヶ月という期間ではどうでしょうか？

この場合の検証はこのように設定します。
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■三ヶ月先をみる

売買期間に「６０」と入力します。厳密に三ヶ月ではありませんが、仕掛けてから６０
日先までみるという意味です。

結果は各自、お試し下さい。また「ＪＰ１０００」ソフトユーザー各位も同じようにし
てみてください。直近１年間（ＪＰ法ソフト）と４年間（ＪＰ１０００）の違いが分か
るかと思います。

・今回は、移動平均線で試しましたが、ＷＯＲＫシートには移動平均線からの離れ具合
をみる「カイリ度」や相対力指数（ＲＳＩ）、サイコロジカルラインなどが入ってい
ます。

・お気に入りのテクニカルがあれば試してみましょう。
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■２月限 ２２５オプション参考メールの結果

下記の実績は、１月限から継続されている方のプランと２月限新規のプランです。今月
もボラティリティが低く、そのためプレミアムが安い。という時期でしたが、２月限は
共に＋１５万円ほどとなりました。
最近は、儲けにくい時期が続いており、枚数を増やしがちです。用心しましょう。
投機、投資に１００％はありませんから・・・。

■継続中の損益累積グラフ

過去の実績はこちらです。

http://www.neuralnet.co.jp/225option-prog/mail/index.html


